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大腸がん患者が有するリスク因子に関する知識と保健行動の研究実施についてのお知らせ

　沖縄県立中部病院　看護部では、沖縄県立看護大学大学院　保健看護学研究科とともに、外来通院中の大腸がん患者様の生活習慣に関する研究を実施しております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成29年7月14日

【研究課題名】
大腸がん患者が有するリスク因子に関する知識と保健行動

【研究期間】
平成29年8月

【調査対象】
1.当院消化器外科外来に通院中の術後大腸がん患者
2.大腸がんの切除を目的に入院している患者

【研究目的・意義】
上記患者が行っている生活習慣や大腸がんに関する知識を明らかにすることが本研究の目的です。これによって、患者が大腸がんになったあとでも、リスクを軽減した生活習慣を獲得できるような看護支援につなげることが本研究の意義であります。

【研究の方法】
1.外来通院患者：外来診察の待ち時間にアンケート用紙（大腸がんの知識、生活習慣）への回答をお願いします。
2.入院患者：受診したきっかけや受診した時の症状について聞き取り調査を行います。

【個人情報の取扱い】
得られたデータは全て匿名化し、個人が特定できないように処理します。研究結果について論文作成、学会発表等を行う際も、個人が特定できる情報は一切用いません。



【研究機関】
沖縄県立中部病院　看護部
沖縄県立看護大学大学院　保健看護学研究科

【本研究に関する問い合わせ先】
セクション名・氏名・住所・電話番号（内線番号）等
研究責任者
沖縄県立看護大学大学院　保健看護学研究科　成人・老年保健看護領域
宇地原　大海
沖縄県那覇師与儀1-24-1
098-833-8800（代表）

